
資 料 被 害 者 支 援 都 民 セ ン タ ー 概 要 平成２７年１２月１６日

１ 平成１２年４月～設立（社団法人）

センター沿革 ２ 平成１４年５月～「犯罪被害者等早期援助団体」指定（東京都公安委員会）

３ 平成２０年４月～「総合相談窓口」設置（東京都との協働事業）

４ 平成２２年８月～「公益社団法人」認定（東京都知事）

１ 理事１８名～理事長・副理事長・理事（専務理事のみ常勤）

２ 監事２名

体 制 ３ 顧問８名

４ 職員１７名～常勤２名、非常勤１５名（総務課・相談支援室）

５ ボランティア２２名（うちセンター研修８名）

１ 電話・面接相談

２ 臨床心理士によるカウンセリング

３ 直接的支援（裁判所・検察庁・病院等への付添い等）

業 務 内 容 ４ 犯罪被害者等給付金の申請補助

５ 自助グループへの支援

６ 被害者支援活動に関する広報・啓発

７ 相談員・被害者支援ボランティアの養成・研修

１ 団体運営の自立に向けた仕組みづくり

(1) ファンドレイジング担当採用（１名）

(2) 会員管理システムカスタマイズ

(3) スマートフォン用ホームページ構築

預保納付金事業 ２ 犯罪被害者支援のための施設整備

(1) 相談室の増設（１室）、改修（２室）

(2) 事務所床面等改修

３ 犯罪被害者へ直接的支援を実施するための人材育成等

直接的支援実地研修（年１０回）～全国の犯罪被害相談員等

１ 外部研修

(1) 被害者支援セミナー（毎年２日間）

・ 一般公募による受講者約３０名

(2) ステップアップ研修（１８ヶ月）

人材育成業務 ・ セミナー受講者（２０名）

(3) センターでの研修（週１日）

・ ボランティア（８名）

２ 内部研修

(1) 精神科医、弁護士、大学教授等（月１回）

(2) 精神科医、弁護士：事例検討（週１回）

１ 運営形態

会費・寄附・助成金（日本財団）、負担金・補助金（東京都）

そ の 他 ２ 研修受入

(1) 東京地方検察庁検察官・検察事務官

(2) 区市町村相談担当職員
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資 料 被 害 者 支 援 都 民 セ ン タ ー 組 織 構 成 図 平成２７年１２月１６日

社 員 総 会

（正 会 員）

顧 問 監 事 理 事 会 賛 助 会 員

特 別 会 員

理 事 長

副 理 事 長

専 務 理 事 （事務局長事務取扱）

精 神 科 医

事務局長（総務担当） 事務局長（相談支援担当) スーパーバイザー

総 務 課 長 相 談 支 援 室 長

相談支援室長代理

総務担当 会計担当 相 談 担 当 責 任 者 直接的支援担当責任者 被害者自助グループ

支 援 担 当 責 任 者

※ 網掛は不在

電話・面接相談担当 直 接 的 支 援 担 当 被 害 者 自 助

グループ支援担当

ボ ラ ン テ ィ ア ボ ラ ン テ ィ ア ボ ラ ン テ ィ ア

◎ 組織の機関等
・最高意思決定機関 社員総会（正会員）
・執 行 機 関 理事会（理事）
・監 査 機 関 監 事
・代 表 機 関 理事長、副理事長、専務理事
・諮 問 機 関 顧問（学識経験者、有識者の中から委嘱）
・特 別 機 関 本センターに功労があったと認められる会員
・賛 助 機 関 財政的な支援を行う会員
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110回（全体の22.0％）という結果であった。
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　被害者1人あたりの支援回数は、約4.2回（前年比-0.8回）であった。
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　「その他」は、病院、関係機関（各市区町村等行政機関、弁護士事務所等)への付き添い、連絡調整等である。

　1日当たりの支援回数は、約2.0回（前年比+0.3回）であった。

　被害者数は、前年比+46.9％であった。

　支援回数は、前年比+23.2％であった。殺人が181回（全体の36.2％）で最も多く、次いでが交通事故
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自宅訪問 裁判所付添検察庁付添警察署付添 その他

３ 直接的支援
   ◎　被害種別

　面接回数は、前年比-4.5％であった。交通事故が374回（全体の28.5％）で最も多く、次いでが強姦

370回（全体の28.2％）という結果であった。

　面接者1人あたりの面接回数は、7.1回（前年比-0.2回）であった。
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　面接者数は、前年比-2.7％であった。
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　相談処理は、その大勢が助言である。

２ 面接相談
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助　　　　　言 面接への移行 警察署・弁護士会等紹介

　相談者数は、前年比-2.6％であった。

　相談回数は、前年比-9.3％であった。

　（身体犯-120回（-4.9％）、身体犯以外-244回(-16.5％)）

　1日平均の電話相談回数は、約14.6回（前年比約-1.5回）、1人あたりの相談回数は、約3.1回（前年比-0.3回）

であった。

   ◎  電話相談処理状況
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（平成26年度）

１ 電話相談等（手紙・ＦＡＸ・ホームページによる相談を含む）

   ◎  被害者別電話相談回数
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資　  　　　　　料 被害者支援都民センター活動結果 平成27年12月16日


